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１ 腐らん病防除の最も重要な考え方 
 
（１）伝染源を断つ 

伝染源の病斑を絶対に放置しない。いつでも、見つけ次第、すぐに、病斑を削り取って除去する。 

（２）感染期盛期の薬剤防除の徹底 
発芽前、摘果後、初冬期の防除は、剪定痕や粗皮下に生じる微小な傷口からの感染を防ぐために重要。 

（３）剪定、樹間距離の見直し 
普段から幹に薬剤がしっかりかかるような樹形とし、散布液量も十分量とする。 

 

２ 腐らん病の感染生態  
（１）いつ感染するか？ 

４～６月と 12～３月（図１参照） 

（２）伝染源となる“柄胞子”の飛散 
範囲は何ｍか？ 
約 15ｍ飛散する（青森県 1979年） 

 
 
 
 
 
 
３ 腐らん病の感染力  
（１）わい化樹の感染拡大程度 

「胴腐らん」が放置された圃場において、５年間、感染拡大状況を調査した結果、発病樹の両隣の樹、風下に 

感染が広がり、初年の発病樹率約４％が５年後には約 42％、枯死樹率約 10％と急激に増加した（図２）。  
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図１ 月別の腐らん病の伝染源「柄丙胞子」の飛散数 

★調査初年  

発病樹４本／105本  

発病樹率 3.8％  
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図２ 伝染源が放置されたわい性台樹ほ場のリンゴ腐らん病の拡大の様子 

★調査２年後 

発病樹 19本／105本 

発病樹率 18.1％  

★調査５年後 

発病樹 44本／105樹 

発病樹率 41.9％  

枯死樹数 10樹 枯死樹率 9.5％ 
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：調査初年に発病していた樹 

：初年以降に発病した樹 

：枯死樹 北西方向の風 



 

４ おむつ巻・わら巻・泥巻の効果  
（１）できる限り削り取りで対処を！ 

必ず病斑の削り取りを行い、どうしても難しい場合はこれらの処置を検討する。 

処置後は放置せず、１年後に必ず剥がして病気の進展を確認する。 

 

 

 

図１.腐らん病に侵され枯死した枝 

 

図２.おむつの下で腐らん病が進行している様子 

 

図３. 泥巻で処置した主枝の両側で腐らん病を進行している様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

腐らん病の発生が目立っており、まん延すると大きな被害につながってし

まいます。胴腐らん、枝腐らんの処理は徹底して行い、伝染源を断つこと

が重要です。 
 
 
 
カビ（糸状菌）による病害で、３～５年枝や 
結果枝などに発生する枝腐らんと、主幹、主 
枝、亜主枝に発生する胴腐らんがあります。 
 
◆感染部位は傷口 
 
 摘果や収穫時に発生する傷、せん定の切り 

口などが感染部位になります。 
 
 傷ができるせん定後、摘果後、収穫後 
が主な感染時期 
＝「重点的な対策が必要な時期」 

 
◆伝搬を担う胞子は、周年飛散しています。 
 
◆経営面積の増加や生産者の高齢化により、近年は対策が徹底されていません。伝染性の病気なの
で、いったん増加傾向になると爆発的に増えてしまいます。対策を強化しないと、樹体が枯死
し、果実生産ができなくなります。 

 

 今が手を打つべき時です！ 
 
 
 
１ 園内の一斉点検 
  ４月（展葉～開花期）は腐らん病が目立ち始める時期です。 
 この時期に、地域で一斉点検を実施しましょう！ 
 
２ せん除した枝、削り取った罹病部

りびょうぶ

の処置【重要】 
  絶対に園内に放置しないでください。粉砕しチップ化しても 
ダメです。雨にあたるなど、水分があると胞子を形成して飛散 
させるため、焼却するか土中に埋めてください。 
 

 
 

１ 枝腐らんのせん除 

  枝腐らんは見つけ次第せん除しましょう！！ 

  ４月の展葉～開花期ころから見つけやすくなります。 
 
  病原菌は枝の表面よりも内部に広く存在するので、健全な枝や 

 葉そうを複数含めて長めにせん除してください。 

 
 
 
 

 
 

腐らん病の発生生態と近年の傾向 

～りんご生産者の皆様へ～ 

胴腐らん（サメ肌状） 摘果あとから発生した 
枝腐らん（赤褐色部） 

 
 

対策：伝染源の除去 
 

 



 
 

 

２ 胴腐らんの処置 
  病斑が主幹外周の半分以上に進展している場合は伐採を検討してください。 

削り取る病斑の下にシートを敷き、削り取った病斑を回収できるようにしましょう。 
◆処置方法 

【手順１】病変部を確認したら、腐らん病手術ナイフを使用して表皮 
を薄く剥ぎ、病変部の周囲を確認します。 

【手順２】病変周囲に対し、ナイフを幹に向かって垂直に突き立て 
切れ込みを一周入れます。この際、病斑周囲の健全部も 
含めることが重要で再発防止策になります（図１）。 

     切れ込みは滑らかに垂直に仕上げます。これにより癒合 
組織（カルス）の再生が速やかに進みます。 

【手順３】切れ込みからナイフを樹皮と木質部の間に滑り込ませ、切れ込みに沿って病変部を剥

ぎ取った後、露出した木質部の病変部をきれいに削り取ります。 
【手順４】削り取った罹病部をすべて回収し、塗布剤を塗って終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
※再発した場合、上記の処置方法を繰り返します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
処置があまいと再発します。定期的に再発の有無を確認し、確実に伝染源を断ちま
しょう！ 

対策：伝染源の除去のつづき 
 

腐らん病に特効薬はありません。地域一丸となった「伝染源の除去」が重要です。 

潜伏期間が長いため、対策の効果を実感できるのは２～３年後です。 

地域のりんごを守るため、根気強い「腐らん病対策」をお願いします。 

手順１ 手順２ 手順３ 

手順４ 

 

病変部を削り取った状態 

 

図１ 

腐らん病対策の相談は  長野農業農村支援センター Tel：０２６ｰ２３４ｰ９５３６ 
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腐らん病削り取り動画 


